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値
下
が
り
が
あ
っ
た
の
で
、

契
約
の
単
品
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
適

用
し
て
適
正
に
清
算
を
行
っ
た
。

　
　
平
成
17
年
に
相
次
い
だ
不
祥

事
は
市
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
た
。

そ
れ
以
降
も
、
税
の
二
重
引
き
落

し
、
み
ど
り
湖
へ
の
重
油
大
量
漏

出
事
故
、
え
ん
ぱ
ー
く
ガ
ラ
ス
ひ

び
割
れ
で
工
事
の
や
り
直
し
、
再

開
発
ビ
ル
贈
収
賄
事
件
、
ま
ち
づ

く
り
会
社
の
解
散
整
理
な
ど
色
々

あ
る
が
、
市
の
信
用
は
回
復
し
た

と
言
え
る
の
か
。

　
　
職
員
研
修
な
ど
を
通
し
て
再

発
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

◆
も
っ
と
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

　
　
最
後
に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事

業
や
県
立
武
道
館
の
誘
致
な
ど
、

塩
尻
の
地
の
利
を
活
か
し
た
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
、
市
長
が
も
っ
と

積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
要
望
し

て
お
き
た
い
。

　　

　　　　　　　　　　　◆
浜
岡
原
発
停
止
問
題

　
　
30
年
以
内
の
震
度
6
強
以
上

の
地
震
発
生
率
が
「
浜
岡
」
は
84

％
で
他
の
原
発
と
比
べ
突
出
し
て

い
る
。
原
発
内
に
は
多
量
の
放
射

性
廃
棄
物
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、

停
止
後
も
危
険
は
続
く
。
廃
炉
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
森
林
資

源
の
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
。

　
　
危
険
な
も
の
は
な
く
し
た
い

が
電
力
の
安
定
供
給
を
求
め
る
立

場
で
も
あ
り
、
国
民
生
活
へ
の
負

荷
等
の
判
断
も
必
要
。
浜
岡
の
場

合
、
人
口
、
産
業
密
度
な
ど
事
故

発
生
時
に
重
大
な
影
響
が
想
定
さ

れ
、
さ
ら
に
立
地
上
の
危
険
な
ど

を
考
慮
す
れ
ば
、
ま
ず
止
め
る
べ

き
原
発
と
思
う
。
国
と
し
て
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
を
含
め
、

方
向
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
。
太

陽
光
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再

生
可
能
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
移
行

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
避
難
施
設
の
点
検
を
早
急
に

　
　
避
難
施
設
の
早
急
な
点
検
が

必
要
。
設
備
の
充
実
や
、
福
祉
避

難
所
で
の
要
援
護
者
の
把
握
シ
ス

テ
ム
な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
平
常
時
か
ら
の
点
検
、
見
直

し
が
必
要
。
保
温
性
の
あ
る
ア
ル

ミ
マ
ッ
ト
な
ど
の
設
備
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
設
備
設
置
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
。
要
援
護
者
対
応
で
は

行
政
台
帳
の
一
本
化
を
す
す
め
る
。

◆
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

　
　
市
民
要
望
の
実
現
で
あ
り
、

提
案
し
て
き
た
立
場
と
し
て
歓
迎

す
る
が
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い

制
度
、
業
者
の
仕
事
起
こ
し
に
役

立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
目
的
を
「
リ
フ
ォ
ー
ム
」
と

し
、
よ
り
幅
広
い
活
用
に
配
慮
し
、

提
出
書
類
も
簡
便
化
に
努
め
た
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
、
ス
ム
ー
ズ
な
利

用
が
可
能
と
考
え
る
。

◆
中
学
卒
業
ま
で
の
窓
口
無
料
化
を

　
　
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
市
民

要
望
で
前
進
し
て
き
た
。
今
後
も

中
3
ま
で
の
前
進
と
共
に
、「
一

旦
支
払
っ
た
も
の
が
後
日
口
座
に

戻
る
制
度
」
か
ら
、「
窓
口
で
の

支
払
い
の
無
い
制
度
」
へ
強
い
要

望
が
上
が
っ
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　
中
学
卒
業
ま
で
の
無
料
化
は

県
、
他
市
の
動
向
を
見
な
が
ら
進

め
て
い
く
。
平
成
２１
年
開
催
の
長

野
県
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
検
討

会
で
当
面
、
窓
口
無
料
化
は
し
な

い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
付
加
給

付
金
、
高
額
医
療
費
の
取
り
扱
い
、

診
療
報
酬
の
一
部
変
更
な
ど
で
、

医
療
機
関
、
国
保
連
合
会
な
ど
と

の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
市
独
自

の
実
施
は
む
ず
か
し
い
。

◆
介
護
保
険
制
度
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
今
回
の
見
直
し
で
、
介
護
予

防
・
日
常
支
援
総
合
事
業
の
創
設

が
行
わ
れ
れ
ば
、
要
支
援
認
定
者

な
ど
が
介
護
保
険
給
付
か
ら
外
さ

れ
、
生
活
そ
の
も
の
の
崩
壊
も
懸

念
さ
れ
る
。
市
と
し
て
の
対
応
は
。

　
　
要
支
援
１
、
2
な
ど
の
場
合
、

市
町
村
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
が
、
介
護
保
険
の
予
防
給

付
か
総
合
サ
ー
ビ
ス
か
を
選
択
す

る
こ
と
に
な
る
。
利
用
者
の
意
思

が
最
大
限
尊
重
さ
れ
、
生
活
の
質

の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
配

慮
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党

質
問
者
　
鈴
木
　
明
子

柴
田
　
博

持ち時間113分

く
ら
し
・

福
祉
第
一
の

市
政
実
現
を
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